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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 8日 (2007.6.8)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 イ ン ク を 収 容 し 、 脱 気 し 、 供 給 す る イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 イ ン ク 用 の 容 器 と 、
　 気 体 を 、 前 記 イ ン ク を 通 っ て 泡 立 つ よ う に 前 記 容 器 に 供 給 す る 手 段 と 、
　 前 記 容 器 内 の 圧 力 が 脱 気 圧 力 で あ り 、 か つ 前 記 の 気 体 を 供 給 す る 手 段 が 、 前 記 気 体 を 、
前 記 イ ン ク を 通 っ て 泡 立 つ よ う に 前 記 脱 気 圧 力 よ り も 高 い 圧 力 で 供 給 す る よ う 制 御 さ れ る
脱 気 モ ー ド と 、 前 記 容 器 内 の 圧 力 が イ ン ク 送 出 圧 力 で あ る イ ン ク 供 給 モ ー ド を 含 む 、 少 な
く と も ２ つ の モ ー ド で 動 作 す る よ う に 、 少 な く と も 前 記 の 気 体 を 供 給 す る 手 段 を 制 御 す る
制 御 装 置 と 、
　 を 有 す る イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 容 器 は イ ン ク を 記 録 ヘ ッ ド に 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 容 器 か ら 離 れ て い る 記 録 ヘ ッ ド を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 容 器 内 の 前 記 圧 力 を 設 定 す る 手 段 を さ ら に 有 し て お り 、
　 前 記 制 御 装 置 は 、 前 記 の 圧 力 を 設 定 す る 手 段 を 、 前 記 容 器 内 の 前 記 圧 力 を 前 記 モ ー ド に
従 っ て 前 記 脱 気 圧 力 ま た は 前 記 イ ン ク 送 出 圧 力 に 設 定 す る よ う に 制 御 す る よ う 構 成 さ れ て
い る 、
　 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 脱 気 モ ー ド に お け る 温 度 お よ び 圧 力 と 前 記 気 体 の 溶 解 度 が 、 前 記 脱 気 モ ー ド で 前 記
イ ン ク 内 に 溶 け て い る 気 体 の 平 衡 質 量 割 合 が 前 記 イ ン ク 送 出 圧 力 お よ び 温 度 に お け る 飽 和
質 量 割 合 の ８ ０ ％ を 越 え な い よ う に 選 択 さ れ る 、 に 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 脱 気 モ ー ド で 前 記 イ ン ク 内 に 溶 け て い る 前 記 気 体 の 前 記 平 衡 質 量 割 合 は 、 前 記 イ ン
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ク 送 出 圧 力 お よ び 温 度 に お け る 前 記 飽 和 質 量 割 合 の ６ ０ ％ を 越 え な い 、 請 求 項 ５ に 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 脱 気 圧 力 は 前 記 イ ン ク 送 出 圧 力 よ り も 低 い 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 容 器 内 の 温 度 を 、 高 い 脱 気 温 度 に 設 定 す る 手 段 を さ ら に 有 す る 、

に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 イ ン ク を 前 記 脱 気 温 度 よ り も 低 い イ ン ク 送 出 温 度 ま で 冷 却 す る 手 段 を さ ら に 有 す る
、 請 求 項 ８ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 冷 却 す る 手 段 は 前 記 容 器 の 外 側 に あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 少 な く と も １ つ の 記 録 ヘ ッ ド と 、 １ つ の 前 記 記 録 ヘ ッ ド ま た は 前 記 各 記 録 ヘ ッ ド に 付 属
し て い る 局 所 的 な イ ン ク 再 充 填 シ ス テ ム と を さ ら に 有 し て お り 、 前 記 容 器 は 、 前 記 イ ン ク
供 給 モ ー ド で イ ン ク を 前 記 少 な く と も １ つ の 局 所 的 な イ ン ク 再 充 填 シ ス テ ム に 供 給 す る よ
う に 構 成 さ れ て い る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 脱 気 圧 力 は 大 気 圧 よ り も 低 く 、 前 記 の 気 体 を 供 給 す る 手 段 は 実 質 的 に 大 気 圧 の 気 体
、 好 ま し く は 空 気 を 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 に
記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 脱 気 圧 力 は ９ ０ ０ mbar よ り も 低 い 、

に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 脱 気 圧 力 は ６ ０ ０ mbar よ り も 低 い 、

に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 イ ン ク 容 器 と 前 記 の 圧 力 を 設 定 す る 手 段 の 間 に 、 気 泡 破 裂 手 段 を さ ら に 有 す る 、 請
求 項 ４ か ら １ ４ の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 の 気 体 を 供 給 す る 手 段 は 、 空 気 よ り も 前 記 イ ン ク に 溶 け に く い 気 体 を 供 給 す る よ う
に 構 成 さ れ て い る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 気 体 は ヘ リ ウ ム で あ る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 の 気 体 を 供 給 す る 手 段 は 、 気 体 を 、 前 記 イ ン ク の 大 部 分 を 通 っ て 泡 立 つ よ う に 供 給
す る よ う 構 成 さ れ て い る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 の 気 体 を 供 給 す る 手 段 は 、 導 入 さ れ た 前 記 気 体 が 上 に 向 か っ て 前 記 容 器 を 通 っ て 泡
立 つ よ う に 、 前 記 容 器 の 基 部 の 近 く に 入 口 を 有 し て い る 、

に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 イ ン ク 容 器 は 、 そ の 水 平 方 向 の 複 数 の 寸 法 の う ち の 少 な く と も １ つ よ り も 大 き い 高
さ を 有 し て い る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 イ ン ク 容 器 は 、 水 平 方 向 の あ ら ゆ る 寸 法 よ り も 大 き い 高 さ を 有 す る 概 ね 柱 状 で あ る
、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 各 々 が 記 載 さ れ て い る 複 数 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置
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を 有 す る 、 印 刷 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 各 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 は 異 な る 色 の イ ン ク を 収 容 し て い る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 の 気 体 を 供 給 す る 手 段 か ら 前 記 イ ン ク 容 器 に 流 れ る 気 体 を 濾 過 す る よ う に 位 置 す る
少 な く と も １ つ の フ ィ ル タ を さ ら に 有 す る 、 に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 の 気 体 を 供 給 す る 手 段 か ら 前 記 イ ン ク 容 器 へ の 気 体 の 流 れ を 制 限 す る 制 限 手 段 を さ
ら に 有 す る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 制 限 手 段 は 前 記 少 な く と も １ つ の フ ィ ル タ に よ っ て 実 現 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ ５ に
記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 の 容 器 内 の イ ン ク を 脱 気 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 容 器 内 の 圧 力 が 脱
気 圧 力 で あ り 、 か つ 気 体 が 気 体 供 給 手 段 に よ っ て 、 前 記 イ ン ク を 通 っ て 泡 立 つ よ う に 前 記
脱 気 圧 力 よ り も 高 い 圧 力 で 供 給 さ れ る 脱 気 モ ー ド と 、 前 記 容 器 内 の 圧 力 が イ ン ク 送 出 圧 力
で あ る イ ン ク 供 給 モ ー ド を 含 む 、 ２ つ の 動 作 の モ ー ド の 間 で 前 記 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 を 制
御 す る こ と を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 容 器 内 の 圧 力 を 、 前 記 モ ー ド に 応 じ て 前 記 脱 気 圧 力 ま た は 前 記 イ ン ク 送 出 圧 力 に 設
定 す る こ と を さ ら に 含 む 、 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 脱 気 圧 力 は 前 記 イ ン ク 送 出 圧 力 よ り も 低 い 、 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 容 器 内 の 温 度 を 、 高 い 脱 気 温 度 に 設 定 す る こ と を さ ら に 含 む 、 請 求 項

記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
前 記 イ ン ク を 、 前 記 脱 気 温 度 よ り も 低 い イ ン ク 送 出 温 度 ま で 冷 却 す る こ と を さ ら に 含 む 、
請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 冷 却 は 前 記 容 器 の 外 側 で 行 わ れ る 、 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 脱 気 圧 力 は 大 気 圧 よ り も 低 く 、 供 給 さ れ る 前 記 気 体 は 大 気 圧 で あ り 、 好 ま し く は 前
記 気 体 は 空 気 で あ る 、 請 求 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 供 給 さ れ る 前 記 気 体 は 空 気 よ り も 前 記 イ ン ク に 溶 け に く い 、 請 求 項

記 載 の 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 要 件 に 従 っ た 脱 気 は 、 イ ン ク と 、 問 題 に し て い る 条 件 と に 応 じ て 非 常 に 様 々 な 方 法
で 容 易 に 達 成 可 能 で あ る こ と が 、 当 業 者 に は 明 ら か で あ ろ う 。 我 々 は 、 例 え ば 、 通 常 の 空
気 な ど の 溶 け や す い 気 体 が 脱 気 モ ー ド で イ ン ク を 通 っ て 泡 立 つ 場 合 、 約 ４ ５ ０ mbar

の 脱 気 圧 力 を 用 い る と 、 イ ン ク 内 の 気 体 の 量 が 標 準 温 度 お よ び 標 準 圧 力 （ Ｓ Ｔ
Ｐ ） に お い て 約 １ ０ 分 で 飽 和 値 の ６ ０ ％ 未 満 ま で 減 る 結 果 に な る で あ ろ う こ と を 見 出 し た
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。 特 に 温 度 が 高 い 場 合 に は 、 よ り 高 い 圧 力 を 用 い て も よ い 。 比 較 的 溶 け に く い 気 体 を 用 い
る 場 合 、 そ れ に よ っ て 、 脱 気 モ ー ド で 、 よ り 高 い 圧 力 で イ ン ク を 通 っ て 泡 立 た せ る こ と が
で き 、 ヘ リ ウ ム な ど 非 常 に 溶 け に く い 気 体 を 用 い る 場 合 、 周 囲 温 度 お よ び 周 囲 圧 力 、 ま た
は イ ン ク 送 出 温 度 お よ び イ ン ク 送 出 圧 力 を 用 い て も よ く 、 脱 気 が 達 成 さ れ る 。 空 気 な ど の
溶 け や す い 気 体 を 、 大 気 圧 に ほ ぼ 等 し い か ま た は 大 気 圧 よ り も わ ず か に 低 い 脱 気 圧 力 と 、
通 常 は ４ ０ ℃ よ り も 高 い 、 上 昇 し た 脱 気 温 度 で 用 い て も よ い 。 他 の 条 件 で は 、 気 体 の 溶 解
度 、 脱 気 圧 力 、 お よ び 脱 気 温 度 の さ ま ざ ま な 組 み 合 わ せ を 、 概 略 を 前 に 述 べ た 所 望 の 脱 気
の 程 度 を 達 成 す る た め に 用 い て も よ い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 述 し た 構 成 に は 、 イ ン ク を 収 容 手 段 内 で 制 御 可 能 な 程 度 ま で 脱 気 で き る 利 点 が あ る 。
脱 気 後 に 、 イ ン ク に そ の 飽 和 レ ベ ル ま で 気 体 が 再 度 溶 け る に は 通 常 は 数 日 間 か か る こ と が
わ か っ て お り 、 本 発 明 を プ リ ン タ シ ス テ ム に 用 い る 時 に 、 多 く の 場 合 に は 、 イ ン ク が 供 給
さ れ て い な い 非 作 動 期 間 中 、 つ ま り プ リ ン ト ジ ョ ブ と プ リ ン ト ジ ョ ブ の 間 に 脱 気 を 実 行 す
れ ば 十 分 で あ る 。 前 述 し た 装 置 の 脱 気 機 能 は 、 １ ０ ０ ％ 飽 和 イ ン ク （ た と え ば セ リ コ ー ル
（ Sericol）  UviJet EV シ ア ン 、 マ ゼ ン タ 、 黄 、 ま た は 黒 ） を 、 脱 気 モ ー ド で 約 ４ ５ ０ mb
ar の 圧 力 を 用 い て 、 １ ０ 分 未 満 で ５ ０ ％ 飽 和 ま で 減 少 さ せ る こ と が で き
る ほ ど 効 果 的 で あ る 。 イ ン ク が 、 一 般 的 な 温 度 で あ る ３ ８ ℃ で 局 所 的 な イ ン ク 再 充 填 シ ス
テ ム に よ っ て ヘ ッ ド に 供 給 さ れ る 場 合 、 イ ン ク タ ン ク 内 の 、 ２ ７ ℃ で ６ ０ ％ 未 満 の 飽 和 レ
ベ ル の イ ン ク に よ っ て イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 ヘ ッ ド の 信 頼 性 の あ る 動 作 が 可 能 で あ る が 、 イ
ン ク タ ン ク 内 の 、 ２ ７ ℃ で ９ ０ ％ の 飽 和 状 態 の イ ン ク で は 信 頼 で き な い こ と が 判 っ て い る
。 前 述 し た 飽 和 レ ベ ル の 百 分 率 は 大 気 圧 に 関 す る も の で あ り 、 し た が っ て 、 加 圧 さ れ た イ
ン ク タ ン ク 内 に 保 持 さ れ て い る イ ン ク 内 の 気 体 の 平 衡 レ ベ ル は １ ０ ０ ％ 飽 和 を 越 え る こ と
に な る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 好 ま し く は 、 脱 気 圧 力 は 大 気 圧 よ り も 低 く 、 気 体 を 供 給 す る 手 段 は 、 ほ ぼ 大 気 圧 の 気 体
、 好 ま し く は 空 気 を 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 例 え ば 窒 素 の よ う な 空 気 以 外 の 気 体
を 、 例 え ば 、 空 気 か ら 成 分 気 体 を 抽 出 す る フ ィ ル タ 手 段 を 用 い て 、 大 気 圧 で 供 給 し て も よ
い 。 脱 気 圧 力 は ９ ０ ０ mbar よ り 低 い こ と が よ り 好 ま し い 。 脱 気 圧 力 は ６ ０
０ mbar よ り 低 い こ と が 最 も 好 ま し い 。 大 気 圧 よ り 低 い 脱 気 圧 力 を 用 い る こ
と は 、 脱 気 モ ー ド で 供 給 さ れ る 気 体 は 大 気 圧 の 空 気 で あ っ て も よ い こ と を 意 味 し 、 こ れ に
よ っ て 、 比 較 的 溶 け に く い 気 体 を 周 囲 よ り も 高 い 圧 力 で 供 給 す る た め の 運 転 費 用 が 回 避 さ
れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 シ ア ン 、 マ ゼ ン タ 、 黄 、 お よ び 黒 の イ ン ク を 収 容 す る こ と が あ る ４ つ の イ ン ク タ ン ク １
０ が 示 さ れ て い る 。 こ れ ら の タ ン ク は 、 動 作 中 に 、 様 々 な 量 の イ ン ク １ １ を 収 容 す る こ と
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が あ る 。 こ の シ ス テ ム は 、 印 刷 時 に は 、 三 方 弁 ２ ０ が 複 数 の イ ン ク タ ン ク を フ ィ ル タ ２ １
と 空 気 を 加 圧 す る ポ ン プ ２ ５ と を 介 し て 空 気 入 口 ２ ４ に 接 続 し て い る 第 １ の 状 態 で 動 作 す
る （ 可 能 で あ れ ば 、 加 圧 さ れ た 空 気 の 配 管 に 入 口 ２ ４ を 接 続 し 、 そ れ に よ っ て ポ ン プ ２ ５
を 不 要 に す る こ と も で き る ） 。 し た が っ て 、 イ ン ク タ ン ク は 清 浄 な 空 気 に よ っ て 、 大 気 圧
よ り も 高 い （ 通 常 は ） 数 百 ミ リ バ ー ル の 圧 力 ま で 加 圧 さ れ る 。 こ の
シ ス テ ム の 実 際 の 実 施 例 は 、 必 要 な と き に だ け ポ ン プ の ス イ ッ チ が オ ン に な る よ う に ポ ン
プ を 制 御 す る 第 ２ の 制 御 手 段 と 、 加 圧 さ れ た 空 気 の 緩 衝 部 を 設 け る 空 間 と を 有 し て い て も
よ い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ は 、 こ の 装 置 を イ ン ク の 脱 気 に 使 用 で き る よ う に す る 手 段 も 示 し て い る 。 プ リ ン タ
が 動 作 し て い な い と き に は 、 三 方 弁 ２ ０ を 、 直 接 の 出 口 ２ ３ を 介 し て タ ン ク を 大 気 圧 ま で
排 気 す る 第 ２ の 状 態 に 設 定 し 、 そ れ か ら 、 真 空 ポ ン プ ３ ２ と フ ィ ル タ ３ １ と 液 体 ト ラ ッ プ
３ ０ を 介 し て 複 数 の タ ン ク を 出 口 ３ ４ に 接 続 す る 第 ３ の 状 態 に 設 定 す る こ と が で き る 。 こ
の 第 ３ の 状 態 で は 、 複 数 の タ ン ク １ ０ 内 の 空 気 を 、 三 方 弁 ２ ０ を 介 し て ポ ー ト ９ を 通 し て
ポ ン プ で 排 気 す る こ と が で き る が 、 こ の よ う に し て 生 じ た 真 空 に よ っ て 、 空 気 は 、 入 口 １
５ か ら 微 細 な フ ィ ル タ １ ４ を 通 り 、 続 い て 複 数 の 粗 い フ ィ ル タ １ ３ と 複 数 の 逆 止 弁 １ ２ と
を １ つ １ つ 通 っ て 、 複 数 の タ ン ク １ ０ 内 に 流 れ 込 む 。 複 数 の 逆 止 弁 ５ は 、 あ ら ゆ る イ ン ク
が 複 数 の タ ン ク １ ０ 内 に 吸 い 込 ま れ る の を 止 め て い る 。 複 数 の 逆 止 弁 １ ２ は 、 第 ３ の 状 態
か ら 第 ２ の 状 態 に 切 り 替 わ る 間 に タ ン ク が 再 び 加 圧 さ れ る 時 に 気 泡 が イ ン ク を 通 っ て 泡 立
つ の を 止 め る よ う に 、 約 ２ ０ ０ mbar の 「 ク ラ ッ キ ン グ 」 圧 を 有 し て い る
逆 流 防 止 弁 で あ る 。 複 数 の 逆 止 弁 １ ２ は 、 タ ン ク 内 の 圧 力 が 、 そ う で な い 場 合 に は 第 ３ の
状 態 か ら 第 ２ の 状 態 に 切 り 替 わ る と き に 発 生 す る こ と が あ る イ ン ク へ の 気 体 の 再 溶 解 を 回
避 す る よ う に 選 択 さ れ た 、 設 定 さ れ た 閾 値 を 越 え た と き に 、 脱 気 過 程 を 停 止 す る よ う に な
っ て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 そ の た め 、 第 ３ の 状 態 で は 、 上 部 空 間 内 が 低 圧 で あ る た め 、 空 気 は 複 数 の タ ン ク １ ０ 内
に 入 り 、 イ ン ク を 通 っ て 泡 立 つ 。 こ の 構 成 が 、 気 体 と 液 体 を 反 応 さ せ る た め に 用 い ら れ る
公 知 の 気 泡 塔 と 同 様 に 働 く こ と が わ か る 。 各 タ ン ク １ ０ の 底 部 の 圧 力 は 、 各 タ ン ク 内 の イ
ン ク の 量 が 異 な る た め 、 実 際 に は 異 な る こ と に な る が 、 上 部 空 間 に 作 用 す る 真 空 は ば ら つ
き が 小 さ く な る の が 好 ま し い 。 一 実 施 形 態 で は 、 第 ３ の 状 態 に お け る 上 部 空 間 内 の 圧 力 は
約 ５ ０ ０ mbar で あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 複 数 の 粗 い フ ィ ル タ １ ３ は 、 ご み の 粒 子 が イ ン ク に 入 る の を 止 め る が 、 こ の 場 合 、 複 数
の タ ン ク １ ０ 内 に 入 る 空 気 の 流 速 を 制 限 す る た め に も 用 い ら れ る 。 こ れ ら の ２ つ の 機 能 は
、 も ち ろ ん 、 別 個 の 濾 過 手 段 と 制 限 手 段 と を 用 い て 達 成 す る こ と が で き る 。 図 １ に 示 さ れ
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て い る 実 施 形 態 で は 、 フ ィ ル タ １ ３ は 、 直 径 が ４ ｍ ｍ の マ イ レ ク ス  Ｆ Ｇ  デ ュ ラ ポ ア （ Mi
llex FG Durapore） ０ ． ４ ５ ミ ク ロ ン フ ィ ル タ で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 上 部 空 間 内 の 絶 対
圧 力 が ５ ０ ０ mbar で あ る と き に 、 標 準 温 度 お よ び 標 準 圧 力 （ Ｓ Ｔ Ｐ ） に お
い て 各 タ ン ク 内 へ の 空 気 流 を 約 ０ ． ５ リ ッ ト ル ／ 分 に す る こ と が で き る 。 複 数 の 逆 止 弁 １
２ は 、 そ れ ら の ク ラ ッ キ ン グ 圧 の た め 、 複 数 の フ ィ ル タ 間 の 圧 力 差 を 約 ３ ０ ０ mbar

ま で 小 さ く す る 。 フ ィ ル タ は 、 ご み に よ っ て 塞 が れ る よ う に な る こ と が あ る 単
一 の オ リ フ ィ ス に 依 存 し て い な い た め 、 空 気 の 流 れ を 制 限 す る 効 果 的 な 方 法 で あ る 。 フ ィ
ル タ が こ の よ う に 制 限 装 置 と し て 用 い ら れ る 場 合 、 流 れ を 比 較 的 わ ず か し か 制 限 し な い よ
う に 、 孔 の 大 き さ が 小 さ い が 面 積 が 広 い 上 流 フ ィ ル タ １ ４ に よ っ て 、 フ ィ ル タ を 保 護 す る
の が 最 良 で あ る 。 適 切 な 保 護 フ ィ ル タ １ ４ の 一 例 は 、 複 数 の マ イ レ ク ス Ｆ Ｇ フ ィ ル タ １ ３
と 共 に 用 い ら れ る 、 孔 の 大 き さ が ０ ． ２ ミ ク ロ ン で あ る ワ ッ ト マ ン （ Whatman） １ ２ ｍ ｌ
フ ィ ル タ チ ュ ー ブ 、 部 品 ６ ９ ８ ４ － １ ２ ０ ２ で あ る 。
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